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(57)【要約】
【課題】モニタ受信回路のセルフチェックとフィールド
信号のモニタを両立し得るＶＯＲモニタ受信装置を提供
する。
【解決手段】２個のモニタ受信回路１５，１６を用いて
切替器１２，１３によりフィールド毎に切り替え、各モ
ニタ受信回路１５，１６に入力されるフィールド信号と
セルフチェック信号の切替タイミングが重ならないよう
にフィールド間で連続性を持たせるようにしている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＶＯＲ（Very High Frequency Omnidirectional Radio Range）装置からフィールド信号
を受信し、この受信信号の内容を複数の信号系統のうち少なくとも１つの系統にてモニタ
し、このモニタ結果をＶＯＲ監視制御器に入力して前記ＶＯＲ装置の異常検出を実行する
ＶＯＲモニタ受信装置において、
　前記複数の信号系統のうち第１の系統に設けられる第１のモニタ受信回路及び第２の系
統に設けられる第２のモニタ受信回路と、
　前記第１及び第２のモニタ受信回路が正常に動作している旨を確認するために必要なセ
ルフチェック信号を生成するセルフチェック信号生成手段と、
　前記受信信号と前記セルフチェック信号とを前記第１及び第２の系統に交互に切替出力
する切替手段と、
　前記切替手段を前記受信信号のフィールド毎に切り替える切替制御手段とを具備したこ
とを特徴とするＶＯＲモニタ受信装置。
【請求項２】
ＶＯＲ（Very High Frequency Omnidirectional Radio Range）装置からフィールド信号
を受信し、この受信信号の内容を複数の信号系統のうち少なくとも１つの系統にてモニタ
し、このモニタ結果をＶＯＲ監視制御器に入力して前記ＶＯＲ装置の異常検出を実行する
ＶＯＲモニタ受信方法において、
　前記複数の信号系統のうち第１及び第２の系統に設けられる第１及び第２のモニタ受信
回路が正常に動作している旨を確認するために必要なセルフチェック信号を生成し、
　前記受信信号と前記セルフチェック信号とを前記受信信号のフィールド周期で第１及び
第２の系統に交互に切替出力し、
　それぞれの系統でモニタし、これらモニタ結果を前記ＶＯＲ監視制御器に出力すること
を特徴とするＶＯＲモニタ受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えばＶＯＲ（Very High Frequency Omnidirectional Radio Range）装
置の動作状態を監視するＶＯＲモニタ受信装置及びＶＯＲモニタ受信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、各地の空港には、旅客機などの航空機の着陸を支援するために、各種の設備
が設けられている。これらの設備には、例えばＶＯＲ（超短波全方向式無線標識）装置が
ある（例えば、非特許文献１）。ＶＯＲ装置は、１１２ＭＨｚ～１１８ＭＨｚの周波数の
水平偏波を利用して航空機に方位情報を与えるものである。
【０００３】
　一方、上記ＶＯＲ装置を運用するためには、安定動作が要求される。そこで従来では、
ＶＯＲ装置からのフィールド信号を受信しモニタすることで、ＶＯＲ装置の動作確認を行
なうＶＯＲモニタ受信装置を用いるようにしている。
【非特許文献１】レーダ技術　財団法人電子情報通信学会。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記ＶＯＲモニタ受信装置では、内部のモニタ受信回路が正常に動作してい
ることを確認するためのセルフチェック信号を受信している間、本来モニタすべきフィー
ルド信号の受信ができず、その間の異常を検出することができない。
【０００５】
　そこで、この発明の目的は、モニタ受信回路のセルフチェックとフィールド信号のモニ
タを両立し得るＶＯＲモニタ受信装置及びＶＯＲモニタ受信方法を提供することにある。



(3) JP 2008-183929 A 2008.8.14

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、この発明は、ＶＯＲ（Very High Frequency Omnidirectio
nal Radio Range）装置からフィールド信号を受信し、この受信信号の内容を複数の信号
系統のうち少なくとも１つの系統にてモニタし、このモニタ結果をＶＯＲ監視制御器に入
力してＶＯＲ装置の異常検出を実行するＶＯＲモニタ受信装置において、複数の信号系統
のうち第１の系統に設けられる第１のモニタ受信回路及び第２の系統に設けられる第２の
モニタ受信回路と、第１及び第２のモニタ受信回路が正常に動作している旨を確認するた
めに必要なセルフチェック信号を生成するセルフチェック信号生成手段と、受信信号とセ
ルフチェック信号とを第１及び第２の系統に交互に切替出力する切替手段と、切替手段を
受信信号のフィールド毎に切り替える切替制御手段とを備えるようにしたものである。
【０００７】
　この構成によれば、２個のモニタ受信回路を用いて切替手段によりフィールド毎に切り
替え、各モニタ受信回路に入力されるフィールド信号とセルフチェック信号の切替タイミ
ングが重ならないようにフィールド間で連続性を持たせるようにしている。
【０００８】
　従って、モニタ受信回路のセルフチェックを実施しながらフィールド信号のモニタに空
白期間を発生することなくフィールド信号のモニタが可能となり、これによりＶＯＲ装置
の異常検出について信頼性を上げることができる。
【発明の効果】
【０００９】
　以上詳述したようにこの発明によれば、モニタ受信回路のセルフチェックとフィールド
信号のモニタを両立し得るＶＯＲモニタ受信装置及びＶＯＲモニタ受信方法を提供するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、この発明の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。　
　図１は、この発明の一実施形態に係わるＶＯＲモニタ受信装置の構成を示すブロック図
である。
【００１１】
　図１において、モニタ受信アンテナ１１にて受信されたＶＯＲ装置（図示せず）からの
ＶＯＲフィールド信号は、第１及び第２の切替器１２，１３によって、セルフチェック信
号発生回路１４で発生されるセルフチェック信号と共に、第１及び第２のモニタ受信回路
１５，１６に選択的に導出され、モニタ受信処理される。これらのモニタ受信回路１５，
１６のモニタ出力結果は、モニタ受信制御器１７を介してＶＯＲ監視制御器１８に供給さ
れ、ここでＶＯＲ装置の異常検出処理が実行される。
【００１２】
　上記第１及び第２の切替器１２，１３は、モニタ受信制御器１７によってＶＯＲフィー
ルド信号のフィールド単位で切替制御される。
【００１３】
　次に、上記構成における動作について説明する。図２は、上記ＶＯＲモニタ受信装置の
処理動作手順を示すフローチャートである。
【００１４】
　すなわち、上記構成によるＶＯＲモニタ受信装置では、ＶＯＲフィールド信号を、第１
及び第２のモニタ受信回路１５，１６のいずれか一方に入力し、計測データ判定処理を実
行させる（ステップＳＴ３ａ，ステップＳＴ４ａ）。同時に、モニタ受信制御器１７は、
フィールド相当の時間を計時し（ステップＳＴ２ａ）、フィールド相当の時間が経過した
場合に、ステップＳＴ２ｂからステップＳＴ２ｃへ移行してここで入力するモニタ受信回
路を切り替え、今までＶＯＲフィールド信号が与えられたモニタ受信回路には、セルフチ
ェック信号をフィールド長以上入力する。これにより、モニタ受信回路１５，１６は連続
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してモニタ受信動作を続けることができ、ステップＳＴ３ｂ，４ｂからステップＳＴ５ａ
に移行してここでフィールド判定結果及びセルフチェック結果をＶＯＲ監視制御器１８に
出力することができる。
【００１５】
　図３を参照して具体的に説明すると、モニタ受信回路１５には、図３（ａ）に示すよう
な信号が入力される。切替器１２，１３では、ＶＯＲフィールド信号のフィールドが切り
替わった時点で、第１のモニタ受信回路１５と第２のモニタ受信回路１６に入力される信
号を、一方にはフィールド信号、もう一方にはセルフチェック信号に切り替える。
【００１６】
　以上の動作はモニタ受信制御器１７からの切替制御信号によりフィールド毎に切り替え
られる。これにより、モニタ受信回路１５，１６の入力はそれぞれ図３（ａ）、図３（ｃ
）に示すようになり、各モニタ受信回路１５，１６は連続してモニタ受信動作を続けるこ
とができる。
【００１７】
　上記モニタ受信回路１５，１６の出力信号は、図３（ｂ），図３（ｄ）に示すようにな
り、ＶＯＲ監視制御器１８に入力される。
【００１８】
　以上のように上記実施形態では、２個のモニタ受信回路１５，１６を用いて切替器１２
，１３によりフィールド毎に切り替え、各モニタ受信回路１５，１６に入力されるフィー
ルド信号とセルフチェック信号の切替タイミングが重ならないようにフィールド間で連続
性を持たせるようにしている。
【００１９】
　従って、モニタ受信回路１５，１６のセルフチェックを実施しながらフィールド信号の
モニタに空白期間を発生することなくフィールド信号のモニタが可能となり、これにより
ＶＯＲ装置の異常検出について信頼性を上げることができる。
【００２０】
　なお、本発明を上記実施形態に基づき説明したが、本発明は上記実施形態そのままに限
定されるものではなく、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具
体化できる。また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせに
より、種々の発明を形成できる。例えば、各実施形態に示される全構成要素から幾つかの
構成要素を削除してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】この発明の一実施形態に係わるＶＯＲモニタ受信装置の構成を示すブロック図。
【図２】同実施形態におけるＶＯＲモニタ受信装置の処理動作手順を示すフローチャート
。
【図３】同実施形態におけるモニタ受信処理動作を説明するために示す信号タイミング図
。
【符号の説明】
【００２２】
　１１…モニタ受信アンテナ、１２，１３…切替器、１４…セルフチェック信号発生回路
、１５，１６…モニタ受信回路、１７…モニタ受信制御器、１８…ＶＯＲ監視制御器。
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